
「ふたり」 赤川次郞 著 新潮文庫 

あなたは幽霊の存在を信じますか。私の場合、理論的に証明されていないものは信じようとして

いませんので、信じません。しかし、幽霊が存在すればおもしろいと心の中で考えることがたまに

あります。 

 主人公は北尾千津子とその実加の２人です。高校２年生になった千津子はある日突然不慮の事故

によってこの世を去ります。その千津子が実加にとりついて実加の成長を助けていきます。そして

実加が千津子の年齢に達したときに千津子は消え、千津子の直面することがなかった課題を自分の

力で解決するという内容です。 

 この本に出てくる幽霊は頼りがいがあります。私にもこのような頼りがいのある幽霊がいてくれ

たらと思うことがあります。自分の課題を解決してくれる良きメンターがいてくれたらと思うこと

が日々あります。高校時代、大学時代では勉強中に理解しにくい問題に直面したとき、仕事でうま

くいかなかったときなどは不可欠です。 

 実加の場合のメンターは姉の千津子でした。千津子が生きているとき、学業の成績は抜群で所属

している演劇部での発表は主役を演じ、人目を引き付ける雰囲気がありました。一方、実加はそれ

ほど目立ったわけではなく、行動は姉より劣っていました。それが千津子の手助けもあったおかげ

で成長し、千津子のような又はそれ以上の立派な人間になっています。 

 館高生のみなさんはこれからどのような人生を歩むでしょうか。これからいろんな壁にぶちあた

ると思います。これまで直面したことのなかったことがその多くを占めるでしょう。今後はこの本

のクライマックスで実加が課題を解決したように、自分で解決しなければならないケースも増えて

いくと思います。ぜひ皆さんもいろんな壁を乗り越えてほしいです。何か壁にあたって苦しんでい

る人、いろんな人の人生観について学びたい人はぜひこの本を読んで下さい。いろんな道の選択が

でき、自分にあった道がきっと選べます。 

また、この本ですが平成９年（１９９７年）４月から６月にかけてテレビ朝日でドラマ化されま

した。主人公の北尾千津子を一色紗英さん、北尾実加を奥菜恵さんが演じていました。 

 

 また、令和４年５月末の館高図書館主催座談会でも話題にしました、BLUE BACKS 講談社 も触

れてみて下さい。理系のエッセンスをもった方が増えてほしいので、ぜひお願いします。強いて１

つ勧める本として「入試数学 伝説の良問１００」 安田 亨 著 をあげます。 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館だより 令 和 4 年  ６ 月 2 7 日 （ 月 ） 

Ｎｏ．３    館林高校図書委員会 

担 当    広報班（３－５） 

本との出会い大切に とっておきの一冊をあなたに 
新着任の先生に本との出会いを語ってもらいます。今回は阿久津一征先生です。 

『ふたり』赤川次郎（著） 

        新潮文庫 

図書館にあります！ 

名作なので読んでみてね♪ 

『入試数学 伝説の良問 100』 

    安田亨（著）講談社 

購入します！ 

図書館に入ったら借りてみて

ね♬ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館には本が

たくさんあり、 
探している本が
なかなか見つか
りません･･･ 

本の背表紙に 
ついている数字 
を見て探して 
みましょう！ 

背表紙についている数字は NDC（日本十進分類
法）といって、０～９の数字でジャンル分けを
し、同じ内容でまとまって本棚に並んでいます。
日本のほとんどの図書館はこの並び方です。ラ
ベルには３桁で書かれていますが、最初の数字
を覚えるだけでもより素早く本を見つけること
ができます。 
大学生になると、レポートや論文などを作成す
るときに、図書館で資料や文献を探すことが増
えると思います。そのときのためにも、今から
どの数字がなんのジャンルなのかをチェックし
ておきましょう。館高図書館には、本棚にどの
数字が何のジャンルか分かるように表記されて
いますので、それを目印にしてくださいね！ 
 



 
 
 
 
 

 

【
第
三
話
】（
つ
づ
き
）
男
た
ち
は
二
時
間
お
き

に
運
転
を
交
代
し
な
が
ら
丸
一
昼
夜
車
を
走

ら
せ
て
鬼
ヶ
岳
登
山
口
に
到
着
し
た
。
途
中
の

登
山
用
品
店
で
買
い
揃
え
た
最
低
限
の
必
要

物
品
で
装
備
を
整
え
た
ふ
た
り
は
車
の
ト
ラ

ン
ク
ル
ー
ム
を
見
お
ろ
し
た
。
そ
こ
に
は
小
柄 

な
老
人
が
丸
く
な
っ
て
い
た
。
老
人
の
白
髪
は
肩
ま
で
の
び
、

白
髭
は
胸
元
ま
で
た
れ
て
い
た
。
白
茶
け
た
作
務
衣
の
よ
う
な

服
装
で
足
に
は
藁
草
履
を
履
い
て
い
た
。
な
ぜ
か
赤
く
錆
び
た

ピ
ッ
ケ
ル
を
抱
い
て
い
る
。「
仙
人
み
た
い
で
す
ね
」「
そ
う
だ

ね
」
中
年
男
は
顎
を
し
ゃ
く
っ
て
若
者
に
老
人
を
背
負
う
よ
う

に
促
す
。
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
カ
ー
は
自
分
の
運
命
を
呪
い
な
が
ら
し

ぶ
し
ぶ
老
人
を
背
負
う
。
老
人
の
か
ら
だ
は
柔
ら
か
く
軽
か
っ

た
。
ド
ラ
イ
ヴ
ァ
ー
は
そ
の
老
人
を
ザ
イ
ル
で
若
者
に
結
わ
え

つ
け
た
。
夜
明
け
ま
で
に
は
ま
だ
時
間
が
あ
っ
た
。
ふ
た
り
は

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
灯
し
て
桃
尻
岩
を
目
指
し
た
。
三
時
間
後
、

ふ
た
り
は
桃
尻
岩
を
見
あ
げ
て
い
た
。
東
の
空
が
ほ
ん
の
り
と

あ
お
く
な
り
始
め
て
い
た
。
若
者
は
老
人
を
地
面
に
お
ろ
し

た
。
目
の
前
に
大
き
な
亀
裂
が
あ
っ
た
。
ふ
た
り
は
老
人
の
か

ら
だ
を
岩
壁
の
割
れ
目
に
お
さ
め
た
。
中
年
男
は
赤
錆
び
た
ピ

ッ
ケ
ル
を
墓
標
の
よ
う
に
供
え
た
。
ぴ
ー
ぽ
ー
ぱ
ー
ぽ
ー
ぺ

ー
。
奇
妙
な
電
子
的
な
音
が
響
い
た
。
老
人
を
座
ら
せ
た
岩
の

間
か
ら
七
色
に
染
ま
る
煙
が
湧
き
出
し
た
。
そ
の
煙
の
中
か
ら

老
人
が
に
こ
や
か
な
笑
み
を
た
た
え
て
浮
か
び
あ
が
っ
て
き

た
。
男
た
ち
は
そ
ろ
っ
て
腰
を
抜
か
し
た
。「
君
た
ち
が
お
人
好

し
過
ぎ
る
せ
い
で
宇
宙
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
始
め
て
い
る
の

だ
」「
？
」「
私
は
君
た
ち
の
存
在
価
値
を
審
査
す
る
宇
宙
連
盟

の
調
査
員
だ
。
さ
い
ご
に
、
ひ
と
つ
た
ず
ね
る
」
老
人
は
手
に

持
っ
た
黄
金
の

、
、
、
ピ
ッ
ケ
ル
を
差
し
出
し
た
。「
こ
れ
は
き
み
た

ち
の
ピ
ッ
ケ
ル
か
？
」
ふ
た
り
は
思
わ
ず
正
直
に
こ
た
え
た
。

「
ち
が
い
ま
す
っ
！
」
老
人
は
不
敵
な
笑
み
を
邪
悪
に
ゆ
が
め

た
。「
さ
ら
ば
」「
え
ー
、
そ
ん
な
ー
」。
ど
か
ん
。（
お
し
ま
い
） 

  

この他にも 
雨にまつわる実用本か
ら、雨がテーマの小説
までいろいろと集めてコ

ーナーを作りました。
図書館へ見に来てくだ
さい！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
☆本の返却を！！！ 

 
・新書読破で借りた１、２年生のみなさん、新書を返却にきてください！ 

  
・3年生も返却期限が過ぎている人は早急に返却をお願いします！！ 

 


